
第５学年 総合的な学習の時間学習指導案

指導者 ○○ ○○

○○ ○○

○○ ○○

１．題材 「マナーでつなごう 国際文化 （国際理解）」

２．指導にあたって

こんな子どもだから

○１学期の総合的な学習の時間に，自分たちの興味・関心のある国について，面積や

人口など国の概要について調べている。また 「食」について，家庭科で卵料理や，

ゆで野菜を作るとともに「なぜ食べるのか考えよう」を学習し，栄養のバランスを

考えながら食べなければいけないという意識をもっている。 （題材）

○学習プリントなどに自分の考えを書いていると，友だちの前で発表することができ

る。また，友だちの意見も相手の方を向いてうなずきながら聞くことができる。

（ ）体験・伝え合う活動

○グループの友だちやクラスの友だちと協力して活動することができる。昨年，他学

年の子ども達に総合的な学習の時間において，自分たちの作った表現物をもとに発

。 （ ）表することができた 人とのかかわり

こんな教材で こんな手立てを（人とのかかわりは※）

○いろいろな国の食のマナーについて ○課題を明確にもち，自分の考えを

調べ ４年生に向けて発表する活動 つ はっきりさせるために，次のこと,
を行う。 を行う。

○「食」という自分と関係が深い題材 か ・学校栄養職員の先生に給食の献

のため，一人一人が意欲的に追究で 立にある世界の料理を聞く。

きる。 む ※学校栄養職員の先生の思いや願い

○身近な人にインタビューしたり，い を考えながら話を聞く。

つでも調べたりできるので，意欲の ○調べたことを表現物にまとめ，４

継続につながる。 年生に分かりやすい発表になって

○いろいろな国の「食」に関すること さ いるかを考えさせるために，次の

を調べることで，その国の特徴を知 ことを行う。

り，自分の国の文化や習慣と比べる ぐ ・中間発表会を行い，アドバイス

。ことができる。 をもとに見直す時間を設定する

○人とのつながりや国際交流で大切な る ※グループの友だちと協力して調べ

ことは，相手の文化や習慣を知り， る。

相手を理解することから始まること ※ＧＴの方の思いや願いを考えなが

を知るきっかけとなる。 ら聞く。

○自分の食事のマナーを見直し，正し ○学習の達成感や満足感を味わわせ

いマナーを身につけることができ ひ るために，次のことを行う。

る。 ろ ・ワールドマナー交流会を行う。

○表現物を使って，４年生に分かりや げ ・４年生に自分たちが作ったもの

すく発表することができる。 る を発表する。

※４年生のことを考えて分かりやす

く発表する。
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３．目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

・いろいろな国の食事のマナーについて意欲的に調べることができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分の意見を分かりやすく伝えたり，友だちと同じところはないか考えながら話し

合うことができる。

○自分の生き方（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・正しいマナーを知ることができる。

・外国のマナーについて進んで調べ，その国の文化を知り相手を深く知ろうとする気

持ちをもつことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・ＧＴや地域の人と正しい言葉遣いでインタビューしたり，友だちと協力しながら調

べたりして，相手のいいところを見つけることができる。

４．学習計画（計２１時間）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的人間関係を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫選決

学習活動 人とのかかわり 指導・支援 評価段階 時間

☆は個別の支援

１ １．給食の献立を見ながら自分 ○友だちと給食 ○子どもたちが意 ○自分の考

たちの好きな料理について の献立をもと 欲をもって取り えを友だ

話し合う。 に話し合う。 組めるように給 ちの前で

・学校栄養職員の先生に給食 食献立を拡大し 話してい

の献立にある世界の料理の て掲示する。 る。

（ ）話を聞く。 自己 技能的側面

・日本以外の料理がたくさ

んでているよ。

・給食の中に，世界の家庭

料理がでているんだね。

つ ２．自分たちが知っている食事

１ のマナーについて話し合う ○友だちの意見 ○自分たちの食生。

○席を立って食べない。 を聞く。 活を見直すため

○大声で話さない。 に給食や食事の

○食器をもって食べる。 時に注意された

○食事のあいさつをする。 経験をふり返さ

自己か せる。

・外国の国は，日本と同じ

。マナーじゃないはずだよ

３．話し合いや題材名をもとに

１ 課題をつくり，調べる計画 ○これまでの学習

をたてる。 を想起しやすい

（１）学習課題をつくる。 ように，学習の

足跡を掲示して

選決いろいろな国の食やマナー おく。

む を調べ，マナーの達人にな

ろう。（

５年－2－



５年－3－

１ ２）一人一人の課題を決める。 ○なぜ，その課題

・ぼくは，日本が好きだか を調べたいのか

ら日本のマナーのことが 理由も考えさせ

選決知りたいな。 る。

・私は，１学期にフランス ☆考えの思いつか

の事を調べたけど，マナ ない子には，今

ーは知らないのでくわし までの学習をふ

く知りたいな。 り返らせるため

掲示物の側まで

連れていく。

１ （３）課題解決のための計画を ○学習の見通しを ○課題解決

たてる。 もち意欲的に取 のための

・ぼくのお母さんに聞いて り組めるように 計画をた

みよう。 計画をたてさせ てること

・インターネットや図書の る。 ができ自己

本で調べよう。 ○興味・関心のあ る。

（ ）・○○君のお父さんに聞い る課題作りにす 技能的側面

てみよう。 るために とGT
話の内容を打ち

。合わせしておく

自己

４ ４．課題を解決するための追究 ○ＧＴから，そ ○スムーズに調べ ○意欲的に

活動をする。 れぞれの国の ることができる 調べてい

○調べる国それぞれの食やマ マナーについ ように，資料を る。

（ 価 値 的 ・ナーを体験する。 て教えてもら 準備しておく。

）○インターネットで調べる。 う。 選決 態度的側面

○ＧＴに質問をする。

○図書室の本で調べる。

さ

１ ５．調べたことをもとに表現物 ○グループで協 ○今までの学習を ○友だちの

にまとめるための話し合い 力して話し合 ふり返り，より 意見をし

を行う。 う。 よい表現物をつ っかりと

・写真は，この部分を使う くりたいという 聞いてい

ぐ と分かりやすいね。 意欲をもたせる る。。

自己 （ 価 値 的 ・・表現物の中に，この資料

）をのせるよ。 態度的側面

２ ６．調べたことをまとめる。 ○グループで協 ○多様な考え方を ○意欲的に

る （１）発表の準備をする。 力して調べる もたせるために 発表の準

・発表原稿 発表のモデルを 備をして

・表現物 提示する。 いる。選決

（価値的・

）２ （２）さらに分かりやすくする ☆グループの中に 態度的側面

工夫について話し合う。 入れない子には
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声をかける。

・字が多すぎるよ。

・見やすくするためにもっ

と絵を入れよう。

２ ７．中間発表会をする。 ○他のグループ ○自分や友だちの ○相手を意

（１）中間発表を行い，お互い の発表をしっ よさに気づかせ 識して伝

の発表にアドバイスをす かりと聞く。 るためアドバイ え合う活

る。 スカードを使う 動を行っ。

ている。選決

（ 価 値 的 ・１ （２）アドバイスをもとに付加 ○４年生に分かり

）修正を行う。 やすいように見 態度的側面

直しをさせる。

選決

２ ８．ワールドマナー交流会を行 ○各グループの ○友だちのよさに ○学習で分

本 う。 発表を聞き合 気づかせるため かったこ

時 ・いただきますやごちそう う。 に承認の言葉か とを自分

さまの大切さを 年生に けを行う。 の生き方4 共感

も伝えたいな。 ☆発表に自信のも とつない

ひ ・マナーは国によってちが てない子には， で考えて

うからそれを知ることが 自分の発表原稿 いる。

（ 価 値 的 ・大切なんだよ。４年生も を見るよう声を

）わかって仲良くしてほし かける。 態度的側面

ろ いな。

１ ９．４年生に調べたことを発 ○４年生に調べ ○４年生のことを

表する。 たことを発表 考えて場づくり

する。 を行い，分かり

げ やすく発表する

ように声をかけ

共感る。

１ ．単元のふり返りを行う。 ○学習プリントを ○これから10
る ・自分たちが調べたことが 用意し，自分の の自分の

４年生に伝わってうれし がんばったとこ 生き方を

いな。 ろを書かせ，自 見つける

・他の学年にも伝えたいな 分のよさに気づ ことがで。

・国によって違いはあるけ かせる。 き，友だ自己

どその国のよさがあるね ちのよさ。

・日本では，あまり行儀が に気づい

よくないことでも，その ている。

（ 価 値 的 ・国にとっては，いいこと

）なんだね。仲良くするた 態度的側面

めには，知ることが大切

だね。
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第５学年〇組 本時学習指導案

指導者 ○○ ○○

５．本時 平成○○年○○月○○日（ ） 第○校時 場所 ○○教室

６．本時について

目標

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分たちが調べたことと友だちの調べたことを比べて話し合うことができる。

○自分の生き方（価値的・態度的側面 （知識的側面））

・調べたことを話したり，聞いたりすることで自分や友だちのよさに気づくことが

できる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・グループで協力して発表したり，友だちの発表を一生懸命聞いたりすることがで

きる。

前時までに 本時の手立て

○自分の課題をもとにグループで表現 ○発表がしやすいように場づくりの

物をつくりあげ，付加修正を行って 工夫を行う。

いる。 ○話し合いカードを用意し，相手を

。○自分たちが作り上げたものを，早く 意識した話し方・聞き方をさせる

友だちに発表したいという意欲をも ○学習プリントを用意し，発表グル

。っている。 ープの内容について話し合わせる

７．準備

児童 話し合いカード・表現物・発表原稿

教師 学習プリント

８．展開（１９／２１）

自己存在感を持たせる支援 自己 共感的人間関係を育成する支援 共感 自己選択・決定の場 選決

学 習 活 動 人とのかかわり 指導と支援 評 価

☆は個別の支援

１．本時のめあてを確認す ○本時のめあてを

る。 明確にもたせる

（１）全体のめあてを確認 ために前時の活

。する。 動を想起させる

ワールドマナー交流会 自己

をしよう。

（２）話し合いカードに自 ○友だちの発表を聞 ○話し合いカード

分のめあてを書く。 く。 に自分のめあて

・自分の意見を相手に を書かせる。

分かりやすく伝えま 選決

す。
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２．ワールドマナー交流会 ○相手の反応を見た ○発表しやすいよ

を行う。 り，聞いたりしな うに場づくりの

日本・韓国 がら発表する。 工夫を行う。

バングラデシュ 共感

３．今までの学習をふり返 ○友だちの話でいい ☆発表に自信のも

り，自分の生き方につ ところを見つけな てない子には，

なげて考える。 がら聞き合う。 自分のファイル

を見るように声

・おはしの使い方には をかける。

いろいろなマナーが

あるんだな。気をつ

けて使おう。

・韓国では年上の人を

とても大事にしてい

るからまねしていき

たいな。

・ラマダンは相手の気

持ちを理解する大事

な考えだから，４年

生にも伝えたいな。

４．グループで話し合う。 ○グループで協力 ○考えが停滞して

○自分の思いや願いを表 して話し合う。 いるグループに

現物のどこで発表する は，他のグルー

か話し合う。 プの考えを参考

にさせる。選決

５．本時のまとめを行う。 ○友だちの考えをあ ○今までの学習を ○自分のよさや

たたかく聞き合う ふり返らせるた 友だちのよさ。

・わたしの今日のめあて めに学習ファイ に気づくこと

は，自分の意見を相手 ルを準備してお ができる。

（ ）に分かりやすく伝える く。 選決 価値的・態度的側面

だったけど，○さんが ○話し合いのめあ

わたしの話を真剣に聞 てに対しても書

いてくれてうれしかっ かせ，自分のが

たです。 んばり，友だち

・どの国にも食事をする のよさに気づか

ためにマナーがあるこ せる。 共感

とを４年生に教えたい

です。



第５学年〇組 本時学習指導案

指導者 Ｔ１ ○○ ○○

Ｔ２ ○○ ○○

５．本時 平成○○年○○月○○日（ ） 第○校時 場所 ○○室

６．本時について

目標

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分たちが調べたことと友だちの調べたことを比べて話し合うことができる。

○自分の生き方（価値的・態度的側面 （知識的側面））

・調べたことを話したり，聞いたりすることで自分や友だちのよさに気づくことが

できる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・グループで協力して発表したり，友だちの発表を一生懸命聞いたりすることがで

きる。

前時までに 本時の手立て

○自分の課題をもとにグループで表現物 ○発表がしやすいように場づくりの

をつくりあげ 付加修正を行っている 工夫を行う。， 。

○自分たちが作り上げたものを，早く友 ○話し合いカードを用意し，相手を

。だちに発表したいという意欲をもって 意識した話し方・聞き方をさせる

いる。 ○学習プリントを用意し，発表グル

。ープの内容について話し合わせる

７．準備

児童 話し合いカード・表現物・発表原稿

教師 学習プリント

８．展開（１９／２１）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的人間関係を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫選決

学習活動 人とのかかわり 評価Ｔ１の指導と支援 Ｔ２の指導と支援

☆は個別の支援☆は個別の支援

１．本時のめあてを確認 ○本時のめあ ○ 前 時 の 活

する。 てを明確に 動 を 想 起

（１）全体のめあてを確 もたせるた し や す い

認する。 めに前時の よ う に 写

ワールドマナー交流 活動を想起 真 を 掲 示

。会をしよう。 させる。 しておく

自己 選決

・ワールドルーム交

流会の時，全校生

徒の前で発表した

ね。

（２）話し合いカードに ○友だちの発表を ○話し合いカ

自分のめあてを書 聞く。 ードに自分

く。 のめあてを

・友だちの発表でい 書かせる。

いところを見つけ 選決

ながら聞きます。
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２．ワールドマナー交流 ○相手の反応を見 ○発表しやす ☆ 発 表 に 自

会を行う。 たり，聞いたり いように場 信のもて

中国・フランス しながら発表す づくりの工 な い 子 に

インドネシア る。 夫を行う。 は ， 自 分

共感 の フ ァ イ

ル を 見 る

３．今までの学習をふり ○友だちの話でい ○今までの活 よ う に 声

。返り，自分の生き方 いところを見つ 動をふり返 をかける

につなげて考える。 けながら聞き合 らせるため

う。 に学習課題 ☆ 自 分 と つ

・中国の食べ物は や自分の課 な げ て 考

病気を予防する 題とつない え る こ と

大切なものだと で考えさせ が で き な

わかったから， る。 自己 い 子 に は

僕も食べ物を大 学 習 フ ァ

切にしたいな。 ○想起しやす イ ル を 見

・楽しく食事をす いように自 せ ， 何 が

るためにマナー 分たちが作 わかった

があるんだな。 った表現物 か を 考 え

・ラマダンは相手 を掲示して させる。

の気持ちを理解 おく。

する大事な考え 選決

だから４年生に

も伝えたいな。

４ グループで話し合う ○グループで協力 ○考えが停滞 ○ 考 え が 停． 。

○自分の思いや願いを して話し合う。 しているグ 滞 し て い

表現物のどこで発表 ループには る グ ル ー，

するか話し合う。 他のグルー プ に は ，

プの考えを 他 の グ ル

参考にさせ ー プ の 考

る。 選決 え を 参 考

。にさせる

選決

５ 本時のまとめを行う ○友だちの考えを ○話し合いの ☆ 考 え が 停 ○自分のよ． 。

あたたかく聞き めあてに対 滞 し て い さや友だ

・ぼくの話し合いのめ 合う。 しても書か る子には ちのよさ，

あては，友だちのい せ，自分の 自 分 の が に気づく

いところを見つける がんばりや んばりや ことがで

でした。○君は４年 友だちのよ 友 だ ち の きる。

（ 価 値 的 ・生以外の学年にも伝 さに気づか よ さ に 気

）えたいと行っていて せる。 共感 づ く よ う 態度的側面

すごいなと思いまし に 声 か け

た。 をする。

・西洋とアジアのマナ

ーは，違うけれど楽

しく食事をするため

にマナーがあること

を４年生に教えた

いです。
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